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           MHDセルオートマトンモデルと輸送



















      Lagramgian R㎝orma1ized Approximationとその応用
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 ラグランジュ的た繰り込み展開による乱流の統計理論を2次元および3次元の等方性乱流の
実験と数値シミュレーションの結果と比較して良い一致を得た．また，その理論は速度場のラ
グランジュ的な自己相関関数に対しても良い近似を与えることが分かった．更に，その理論を
2次元の非等方性乱流に適用して，その等方化が時間的に単調ではないことと，いわゆる渦粘性
が正であることも分かった．この理論は一般の広い範囲の乱流現象，例えば乱流拡散，MHD
（Mageneto－Hydro－Dynamic）乱流などにも適用できる．
